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'

層

'

景
氣
循
環
過
程
に
於
け
ろ
消
費
財
産
業
の
意
義

」

青

.山

＼

秀

夫
r

ト

序
、
既

に
吾
々
は
過
剰
投
資
離

の
内
部
的
問
題
[と
レ
τ
、

(
二
景
氣
循
環
過
程

に
於
け
る
消
費
財
産
業

の
意
義
の
問
思
、
.、並
び
に
A
二
)販
路
法
則

の

b

安
富
性

の
問
題
、
b

二
つ
を
提
起

し
、
先
づ
第

『
の
問
題

に
つ
い
て
二
三
の
論
貼
を
解

決
し
た
。
叱
れ
に
從

へ
ば
、
漏
規

の
思
想

⑭
援
用

に
よ

っ
て
適
、

髪

た
加
速
度

の
法
則

の
援
用
に
よ
っ
て
も
馬

景
気
循
環
過
程

に
於
η
.る
滑

費
財
産
業

の
起
動
性
を
論
謹
ナ

る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
然
し
此

の
問
題
に

つ
い
て
最
後
的
精
諭
を
下
す
こ
と
は
尚
早

で
あ
る
。
こ
れ
に
り

い
て
は
術
論
ず

べ
き
問
題
が
残
っ
て
み
る
。
レ昔
々
が
事
賀

の
問
題

と
呼
ん
だ

も
の
が

こ.

rれ
で
あ

る
ん
即

ち
∵
清
管
ハ財
産
業

を
全
燈

と
し
　て
穿
は
な
ズ
、
.個
別
的
に
槻
察
し
た
場
合
に
は
一
認
わ
が
景
気
循
環

の
起
「動
的
産
業
で
あ
濁
こ
と
が
、

事
實
あ

っ
た
し
、
亦
そ
れ
は
事
實

あ
り
得
る
の
で
は
な

い
か
。
全
曲

の
貼
を
吟
・昧
し
、
.敢
て
.こ
れ
を
肯
定
し
よ
う
と
思

ふ
。

」
.

ヒ
h

一
.

圃

」
.
.

「
.

・

～

、
一

r、

「

消

費

財

産

業

を

全
膿

と
し

て

で
な

ぐ

、
個

別

的

に
観

察

し

た

扮

合

、

そ

こ

に
、
景

氣

循
環

に
封

し

て
起

動

的

意
義

を
も

つ
や
う

な
」

鍵
動

が
見

ら
れ

ぬ
で
あ

ら

う

か

。
清

費

財

産

業
墜

動

の
事
實

を

か

う

い

ふ
観

鮎

か

ら
考

察

し

よ
う

ど
す
れ

ば
《

當
然

所
謂

「
消

費

財

」

の
分

類

が
必

要

と
な

る
っ

此

の
顯

に

つ
い

で
シ

ュ
ピ

イ
ト

ホ
7

の
分
類

は

、

そ

の
基
礎

に
置

か
れ

た

も

の
が
破

自

身

の
最

も
周

到

な

り

。
る
實
誰
的
研
究
で
あ
る
だ
け
に
、
最
も
安
當
で
あ
る
。

一
碧

婆

財
の
典
型
妄

へ
ら
れ
ゑ

の
は
籍

潤叩
(或
簑

服
v
.の
如
く
驚

て
霧

間
播

耗
さ
れ
る
き

ろ
の
も
の
、
帥

翫

懲

・

」
ち
直

接
消

費
財

?
ロ
且
p証
言
δ

<
。
}
・窪
。一閉
鷺
奪

)

で

あ
る

。

術

此

の
中

に

直

接

滑

費

財

の
原

料

を
含

め

て

考

へ
る

の
が

便

宜

で
あ

、
拙
所
雌
牛

　

　

う

る
。
然
し
所
謂

清

費
財
」
の
中
に
は
請

は
ば
.
「消
講

固
定
設
備
」
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
の
典
型
的
な
も
の

,

、

」景
気
循
環
過
程
に
於
け
濁
消
費
財
産
業

の
意
義
.

、
.

、
.

第
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七
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第
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五
九
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電

気

「

「

.

.コ

層

畳
莱
循
環
過
程
に
於
け
る
消
費
財
産
業

の
意
義

、
.

.

第

五
+
四
巻

:

毛

八
.

第
二
號
.

六
〇

は
、
輻

射
耐
久
的
利
用
設
璽

.-,・
の童

。.目恥。
翼
β".…

僧
三
遷
.
毒

ぱ
葉

・
こ
み
の
婆

的
用
役
の
供
給
源
君

・
.
.
釜

.

㍗
.

住
宅

・
ホ
道

・
照
明
設
備

ザ
自
働
車

・
ピ
ア
ノ

ポ
腐
眞
機

・
.ラ
ヂ
ォ
な
芝
。)
.然

し
「

景

気

論

上

所

謂

「
浦

賀

財

」

の

申

に
拡

直
接

消

費

財

の
生
.

16

・

覆

立
・
讐

生
籍

富

　

・書

・-
　

・
含
姦

.
・纏

・
　

　

暴

落

・撰

贈
.

。
及
び
工
場
。)
'
嚴

密

に

は

、
浦

費

財

と
は

最

低
次

財

を

指

す
筈

で

あ

る

が
、
.明
か

に

こ
ご

で

の
用
語

法

信

し

か

く
嚴

密

で
は
な

い
。

こ

r
.胆

嚢

無

論
の
・
肇

求
畜

・
ろ
・
・
つ
・
、
・
暑

気
理
震

墨

・
;

診

み
曜
9

・
.

～
.

画

.

ア
多

リ
オ
。
の
分
類
は
.
れ
と
釁

る
翻

。
ら
試
み
、
・
た
も
の
。
み
る
が
、此

の
。
。
.ピ
イ
ト
ホ
・
の
分
墾

馨

る
∴
.

.

ど
.こ
ろ
少
ぐ
な
い
。
彼
は
消
費
財
産
業
を
分
っ
て
固
定
資
本
を
要
す
る
ζ
と
少
ぎ
も
め

(言
笛
岳
三
霧
儲
口
富
鬮試
一翼
①巴
と
固
定
資
本
を
.

臨

要
す
を

多

・
も
の
(紬　

重

重

・　

葺

雰

争

此
の
騙

の
.基
準
を
な
す
も
の
は
・
上
記
の
婆

的
固
轟

湾

.諮

.

姦

で
　

蒙

塵

利
用
・
・
直
董

財
又
蓮

華

毒

筆

・
　

・域
　

湘
突
覆

・
・
、
麟

講
騰撰
羅
鮎
澤
娯
鷲聾
軽
白燐
ほ掃
　
.　

ぬ

ロ

ノ

弘
。
柳
、

と
す
る
の
ば
此
の
.主
張
で
あ
る
が
、
直
接
清
費
財
に
つ
い
て
は
大
盟
此
の
主
張
が
妥
當
す
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
波
動
が
認
め
ぢ
る
場

合
に
於
て
す
　

・
そ
霰

動
の
ぎ

つ
意
葎

第
一
誘

で
あ
る
・

、窯

・

-

商

m
F
.
.

先
づ
、
直
接
婆

財
の
う
ち
、
日
用
必
需
・叩
の
色
彩
の
撃

も
の
に
つ
い
蓋

、
上
記
の
妻

は
最
要

委

當
す
る
。
此
等
の

謝
蹄

.

講

舞

ん
ど
誘

を
示
・
.臓
・
勿
論
そ
れ
に
欝

が
な
い
わ
け
で
は
蕊

が
・
そ
れ
箕

氣
循
環
匙
交
渉
乏
し
き
・
例
へ
綾

獲

碧

岬

そ
の
他
の
藩

に
塞
ぐ
不
規
則
的
な
憂

票

多
い
と
「振

れ
て
み
る
」

・
ビ
イ
ト
ホ
ァ
が
第

茨

的
欲
帥
蔭

紋
の
食
料
品

〔子
.
.
勾

・

「



」

.

ρ

.

・
.

r
.
.

、

!

汀

言

翳
目
胃
邑

Φ
邑

旧

聞
既

出4
冨
一目

婁

ゆ)

と

呼

ん

だ

も

の

は

、

食

料

品

に

於

け

る

此

の
例

で

あ

る

。

(毅

物

、
萸

豆
類

、
馬
鈴

薯

、

チ
」

ズ
、・
油

・
現

備
.
.
る
.

脂
、
餅
、
葦

。
.

レ
.
.

-

議

施

と舞

鶴

雛
舞

霧

縫號
蕪

雛
難

磯
終
り難

讐

羅澱驚

ピ

ぞ

ト
ホ

フ
が
彼

の
所
謂

「
第

二

次

的

欲
望

階

級

の
食

料

品
」

(冒
昌
巨
口囎
目
窪
色

N詔
①一言
【
団
①
窪
窪
自
切霞
穏

)
に

つ
い
.て
云

ふ
如

く
、

此

・
　
.
・　

・
鑓

・
克
・
　

・
畜

驚

撃

の
で
裂

準
、
.

癩

融

総
繍
鱗
灘
へ　　灘
灘
　難
　難
難

が
凡
て
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
.る
。
「此
の
意
味
に
於
て
消
贅
財
産
業
を
凡
て
.一・致
し
.て
考

へ
、
毛
の
獲
展
を
以
て
景
気
上
昇
を
阻
害

財
で
蓬

す麺

灘

髭

雑

嚢

圃繍
嚢

樗
難

鯵
藩

に観

客へ
.雛
費

ゐ
含

で

.

農

な
ら
雪

ど
妄

ち
・
、
/

婆

的
個
定
設
備
に
於
け
る
欝

屍

鯉

羽
撃

あ
註

し
て
竜
、
そ
墾

景
気
循
霊

程

難

難
問
.象
が
い

.

《
於
て
有
守
る
意
義
は
畢
竟
第
二
茨
的
に
過
雀
ぬ
の
で
ば
な
い
か
コ
.決
定
的
な
の
億
矢
張
り
資
本
財
生
産
部
門
に
於
"
乃
攣
動
で
あ

セ

セ

　
　

　

　

〃
、
消

費
的
固
定
設
備
の
鍵
動
は
、
直
接
沿
費
財
の
或
る
も
め
を
通
し
て
そ
れ
か
む
、
派
生
し
た
結
果
現
敦
に
過
ぎ
ぬ
の
で
は
な
.い
.
3

4

.

・
量
器

藷

程
に
於
け
箱

番

嚢

の
蕊
.

、
.
.

薯

茜

巻
.
・

一
七
九

第
二
睨

室
「

.

「
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、

.「

景
轟

轟

程
に
馨

る
滑
欝

嚢

の
藝

第
五
+
四
巻

ゴ

剛

一
八
Q

第

二
號
.
、

六
二

を

り

.

カ
.
.

、

此
φ
設
澗
を
肯
定
す
る
陰
ら
ば
、
.資
本
財
生
産
部
門
の
起
動
性
を
認
ぬ
る
立
地
は
首
尾

一
.貫
し
た
も
の
と
な
る
.
然
し
事
貴
慮
ど

う
で
あ
る
か
。
事
實
の
観
察
は
寧
ろ
そ
の
否
定
を
命
ず
る
。
庇

の
限
り
.に
於

て
資
本
財
生
産
部
門
に
起
動
性
を
認
め
る
立
場
は
、
制

限
を
籐
儀
な
く
さ
れ
る
。
勿
論
そ
れ
が
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
資
本
財
産
業
の
優
位
が
否
定
さ
れ
、
消
費
琳
産
業

ド

と
年
等
の
地
位
に
立
つ
に
到
う
と
い
ふ
に
止
る
ω
以
下
批

⑳
吾
々
の
見
解
を
明
か
に
す
乃
た
め
、
先
づ
私
見
の
根
本
遍
救
ぺ
う
次
に

　ロ
バ

ァ

ト

ツ

ン
、

マ

フ
タ

リ
オ

ン
、

シ
ュ

ピ

イ

ト

ホ

フ
な

ど

の
異

論

を
吟

味

し
な

が

ち

、
之

れ

を
細

説

す

る

。

(註

「
)

今
高
田
「博
士
(「
暑
㎝氣
輔変
動
論
…」
三
八
八
頁
)
に
從

っ
て

シ
.昌
ピ
イ
ト

ホ
フ
の
財

の
分
類
を
表
示
す

a
。

鑓
雛
讐
　
(牧
盆
財

の
生
産

に
役
立

つ
)

}・
禦

・
買
讐

.

.所
得
で
買
は
れ
る
.

・
.
箆

の
分
禦

複
線
釣
釜

糞

に
蒼

し
た
蕩

で
あ
・
・
と
毒

學

べ
き
で
あ
考

。
脚
ち
、
彼
簒

奪

間
蓄

費
果

新
し
い
間
積

横

財

を
作

る

生
産

附

固
定

設
備

の
建

設

に
用

ひ
ら

れ

る

と
、

そ

れ
訂

身

の
生

産

依
非
常

な
著

増

を
示

し
、

こ
智

に
櫛

利
資

本

の
形

態

に
於

け

る
購

買

一

か

へ
の
需

要

を
益

々
増

大

ナ

る
た

到
.る
Q
」

乏
。

(
前
掲

と
宍
「　い雪

.."
的

.圃
ρ

郵

課
、

二
七
四
頁

)
)

・

(註

二
)

ア

フ
タ
リ

オ

ン
の
財

の
分

類

は
次

表

で
表

示
さ

れ

る
。
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デ
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塁
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島

署
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巨

曾
①
呂
一

嵩
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三

号

田

6
口
.
器
三

著

増
幽
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冒

o
含

註

8

穏騰
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驕

臨
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要
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日
日
箇
島
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目
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,
.
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耳ayekの 景気理論を念頭に置いてやる6

「

、
、

ヨ
p
=
①
「留

唱
「①
ヨ

冨
「窃

鑛
構
へ

匪

(o
g

団凄

鵯

)

噛

F

,

ズ

'

、

r

ρ.

.
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匪

ヂ

'

ま

(
註
三
)

以

上

に

つ

い
で

は

oロ
豆
9
ぽ
。牢

》
昌
パ
9

、い
丙
㌣匿
o
口
吸."
q自
ψ

國マ

Nい
。
匂。α
山
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い
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な
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〔〉
『R聾

。
ロ
一
幕

切
臼
瓢

㎝
烹

ユ
o
島
ρ
=
硯

o
酔
誇
「冒
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縞
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・
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、
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.
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め
て
薪

な
吟
味
を
加

へ
て
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♂
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は
・

直
播

費
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塑
化
な

一
般
忙
連
続
的
漸
進
的
に
有
は
れ
、
吾

々
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所
謂
清
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的
固
定
設
備
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於
け
る
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続
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飛
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的
な
憂
化
を
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す
己
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云

乏
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寄
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鼻
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れ
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困
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。
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を
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熱
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に
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落
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よ
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。
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賓
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財
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へ
ば
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益

事
業
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工
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著
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羅

享
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・
彼
髭

へ
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昆

等
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自
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嚴

望
蜀

し
.て
生
産
不
足
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婁
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舞
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、
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は
そ
の
生
栗

欲
望
窮

し
て
鶏

な
る
こ
.と
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客

謡

熱
熱
擦
無
雑

聯
総
総
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の
讐

と
し
て
.あ
り
得
な

い
。
舞

が
層
加
し
た

と
し
て
も
、
用
役

の
個
酪
は
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騰
貴
を
抑
制

誉

れ
、
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に
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麗
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あ
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濟
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漸
進
的
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適
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あ
る
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的
な
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が
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。
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叢
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薯
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.
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。
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櫓
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摘
レ
た
響

、
.穰

が
動
か
ず
と
も
、
璽

が
動
け
矮

人
が
響

と
い
ふ
餐

を
慧

謁
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こ
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檜
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あ
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9
.、

.

.

.

的
.
.

「
.

甲
.
.
.

～

F
:
.

・』

邸

吹
に
・
シ
ぎ

千

ホ
・
に
・
つ
て
欝

・
紫

黒
込㎜
篁

・
昔

橿

す
・
・
の
で
窒

径

、
好
況
・
出
蕪

・
餐

財

畑
.

(固
定
輩
.

の
建
設
の
諜

的
奨

に
あ
る
と
引
る
が
・
蕎

所
謂

「
牧
欝

」
は
輩

に
生
産
的
固
定
藤

の
み
な
ら
す
、
裏

聞

継

留

定
馨

・
莟

む
竜
窪

の
で
あ
・
つ
此
・
限
b
棄

て
、
彼
。
案

財
産
業
。
騎

的
暴

説
歯

し
。
、
.諺

語

要
な
制
限
が
附
け
加
砦

・
と
と
な
る
講

費
断

定
設
備
も
嘉

羅

の
婆

財
で
み
る
と
す
れ
ば
、
.鏡

講

書

産
謙

ら

母

(註
;
.
.

ゴ.

'

・
・
.

、
.

、

.

.

'

A

も
出

瑳
し

得

る

こ
と

に
な

る
か

ら

で

あ

届

。

、

」
.

」

、

・
.
.
.

・
'

の

然

し
乍

ら

、
.
い
ま
問

題

を

景

氣

上
昇

の
墾
端

か

ら

好
配

挫

折

の
原

因

に
移

す

と
き

は

、
事

情

は

極

め

て
複

雑

と
な

る

ゆ
.
.
此

の
揚

A
口

r

1

、
.



■
P

トリ.

.

＼

●

に
於
・
ば
、
鷺

に
葺

な
・
儒

接
婆

財
寡

髪

換
言
す
れ
ば
、、
.撹

を
儀

に
導
く
凹
き
崖

の
建

の
婁

賜

ば
、

・
落

雷

の
生
産
の
側
に
あ
ゆ
、
直
接
婆

財
の
譲

の
側
に
あ
る
の
で
。
な
い
.

褐

な
の
星

。
的
画
嚢

。
。
あ

轡

っ
て
、
婆

的
固
定
設
備
で
…

.
シ
・
・
歪

ホ
フ
具

暗
む

・
域

欝

・
調

が
撹

墨

・
架

原
因
で
。
る
ど

勝

論
轟

・
於
て
、
・
の
叢

の
中
に
婆

的
固
定
馨

を
含
め
し
む
る
ζ
養

い
で
も
な
い
.
然
し
・
暴

畑
を
講

と
し

獺

て
讃

す
れ
ば
、
此
場
合
婆

的
画
定
設
票

演
ず
る
役
割
綾

。
。
輕
文

語
は
f
傍
役
の
。
れ
に
過
ぎ
な
。
。
、
ら
に
暑

。

碧

最
・
蓬

的
・
見
・
れ
・
研
掛

於
・
は
露

・
場
合
生
驕

・
簑

備
・
婆

的
塁

馨

・
か
演
ず
裏

割
・
相
違
が
.
極
め

狸
.

て
明
瞭
に
・
分
誓

れ
て
る
魯

で
あ
る
。
.(も

・曇

§

曇

巴
…
藝

・§

・
浄

乱

・・
舞

・…

:
匿

・毯

づ
・・ピ§
・げ・・
駅

留比
、

-
げ
凹
面

象
。
雌

自

国
『
N
ゆ
口
唱

ゴ
・
い
節
目
.臥
・q
。
目

凄
『

ロ
。
口
①
旨
ヨ
.
。
。
.げ
"
轟

く
①
『
σ
『
四
日
6
琶

.。
『

冨

口
口
兜ド
,
謹
。
『
島
。
ヨ

降
①
.㈹
Φ
『
目
塗

ぽ
閣。
.
m
.
四
。
口
①

国
燭
・
く
。
.げ
.
.コ
眉

四
.

耐

欝
ロ
　く

　

§

・
・醇

ゴ

且

茜

目
・ゲ
雪

隅

-・暑

臣
　

思

自
民

窃

皆

野

・
三

島

§

景

国
　

・算

畳

・・『

国
記

日
直

頃
田口
い・。
詩

風口
『
属
。畠

鳥

目
≧

四
一甲

出

処

p

ー

-,
・口
仙
N5
署

雪

曇

罫
'
宅
片
片漁昌
・
ら-

島

壁

寓
言
・げ　

昆

げ・7鴨・耳
・奇
・
話
瀦

口
留
葉
津

の
シ
・
.ピ
・
ト
恋

の
・
黒

癩

.

㎝
銘
《

・

を

救

べ

て

そ
れ

を

批
判

す

る

こ
と

が

、
當

面

の
吾

々

の
仕
事

で
あ

る
。
.
.
.
.

・

.

.

.

・

.

孟

珍

ビ
イ
よ

フ
の
立
場
翻

す
為
竃

て
は
・
先
づ
舅

内
容
　

零

・
か
・
る
必
馨

廃

・

蝶

鏡

の
・
播

當
っ
て
、
簿

、,揺
か
・
饗

二
つ
の
書

・
観
察
ざ
砦

.
第
匠

、
・
落

書

・
過
型

肇

・
・
.
好

翼

況
末
期
に
於
て
間
接
清
費
財

(例
へ
ば
銑
鐵
)
は
過
剰
生
産
に
陥
り
、
そ
の
販
路
を
破
墨
し
、
牧
釜
は
減
退
す
る
、
此
の
事
實
は
否
定

流
町
鴇

・
得
な
い
コ
第
二
は
・
螢
利
桑

の
歪

で
あ
る
・
貨
警

本
の
歪

は
過
少
聾

そ
の
・
と
箋

・
す
、
桑

寿

況
毒
.

盤

、
.

.μ

詑

.皿

の
本
一質
的
」特
徴

と
看

做

さ
れ
・る
。
伺

此

の
螢

利
賓

本

の
不

足

の
背

後

爬
は

、

シ

ュ
ピ

イ

ト

ホ

フ
拉

び

に

ハ
イ

エ
ク

に

よ

れ
ば

、
補

完

S

4
S

ラ

ラ

財
の
整

が
有
す
る
が
、
.今
暫
混

の
繋

度
窮

す
急

螢
利
桑

の
整

の
代
濃

補
完
財
の
整

を
も
ち
射
し
た
と
し
て

、

、

、
.
景
象
蕪

過
程
暴

け
る
碧

財
肇

の
義
.
.

、
.

釜

+
羅
.

天

正

酷

二
號

六
七

.

'

'

、

.

幽

幽

二一..一...一一 隠

0
ヒ

』



7

♂

'

∫

畠

、

.

量
氣
循
甲唄
過
程
に
於
け

る
消
費
財
産
業
の
意
義

、

第
五
十
四
巻

一
八
六

・
第

二
號

六
八

.

も
、
以
下
の
議
論
美

し
垂

化
は
生
じ
な
い
蛮

で
あ
惹
。

・
・
.亨

ト
ホ
・
の
問
題
は
砦

二
つ
の
享
宴

手
懸
り
と
し
て
提

'
出
さ
れ
る
。.即
ち
、
間
接
清
費
財
生
産
の
過
剰
蚊
ぴ
に
資
本
缺
乏
と
い
ふ
二
つ
の
不
行
し
た
事
實
の
聞
に
は
如
何
な
る
聯
欄
が
存
在

す
る
か
。

】
暦
立
.入
っ
て
云

へ「ば
か
う
で
あ
る
。
此
の
二
ρ
の
準
行
し
關
嚇
し
た
事
實
は
ハ
溝
費
財
悪
業
の
状
況
∴
殊
に
消
費
的
固

.臨た

.

定
馨

の
建
設
活
動
影

響

ら
れ
て
起
・
と
書

く
得
る
し
、
ま
た
、
.・そ
れ
・
は
全
然
無
關
葉

、
謂
は
野
間
播

欝

璽

月

帥

.

聾

内
部
だ
け
憲

・
ど
も
業

え

・
躍

動

一
つ
の
場
合
の
何
れ
も
可
讐

の
診

・
か
.
そ
れ
・
も
何
れ
か
」
.つ
し
か
可
能

灘

・
　

か
.'・
糞

か
至

薫

で
塗

す
れ
ば
、
毒

ち
の
何
耽
の
可
能
性
が
挑
除
さ
れ
慮

れ
の
揚
・、が
現
實

謬
.
、

-
懸
難

藻
劃
慧
黙
難

縮縫

羅
疑

締
縫
諺
鞭

疏
歓

鵬…

の
森

は
最
・
真
読

明
さ
れ
る
の
で
あ
る
.
・
れ
が
彼
の
錬

署

り
、
好
況
の
・
壌
に
於
て
決
蕾

な
。
は
狸

寝

農

業

・無

.

.或
ひ
暑

本
財
嚢

で
あ
深

婆

財
肇

は
・
れ
に
與
る
と
こ
ろ
な
し
思

い
ふ
馨

立
場
は
・
れ
か
ら
の
羅

で
身

。
.然
ら

禦

.

.μ

就

、

.

.ぱ

上

記

の
結

論

は

如

何

に
.し

て
警

出

。
れ

。
か

。
.
.
.

.

.

.

.

.

'
.

.

、
r
.

潔

い
畜

の
簿

關
す
…

ゴ

よ

・
の
論
讐

理
解
す
・
た
め
に
は
、
・
・
ピ
4

・
・
の
財
の
分
響

麗

す
歪

と
が

柵
艶
.

必
彗

…

帥
ぢ
・
婆

的
・
定
籍

・
霧

理

財
奪

袈

畏

し
め
・
・
笙

嘗

、
生
腐

固
褒

謹

聞
落

審

驚

、

・

節

U

を

憲

す
る
が
、
直
播

費
聖

賢
ふ
も
の
緕

得
で
あ
り
、
聞
落

費
櫻

賀
意

の
嬉

利
案

で
あ
り
、
直
接
婆

塁

間

駕

接
婆

財
・
で
.は
そ
寮

買
力
が
蕪

的
霜

達
す
・
ミ
.

・
れ
で
あ
る
謡
,平

方
、秀

.
・
ビ
ン
ス
.の
暴

を
用
ひ
聖

、
直
.
鶯

蚤

費
財
・

・ぎ

　

量

・
爬
属
・
、
間
接
婆

財
は

貸
8
章

・・
寄

、
・
辱

・
・
と
、
ζ
れ
で
・
㍉

「
、
.
,

一

。
。
勾
の

以
上
の
財
分
類
に
立
脚
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ビ
イ
ト
ホ
フ
は
、更
に
そ
の
論
糠
.と
し
て
二
つ
.の
事
實
を
指
摘
す
る
。
第

一
の
事
實
は
、

'

.



好
況
の
進
行
と
と
も
に
、
所
得
(利
濁
を
含
込
で
)は
愈

々
増
大
し
、
直
接
消
費
財

へ
の
購
買
力
は
好
況
末
期
に
於
げ、
省
増
加
し
つ
」
あ

る
、
.と
、い
ふ
古
く
よ
り
注
目
さ
れ
た
明
白
な
事
實
で
あ
る
。
第
二
は
、
間
接
滞
貸
財
.の
自
己
再
生
産
性
で
.あ
る
。
間
接
滑
費
財
は
固

定
的
生
産
設
備
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
が
、
.そ
れ
は
ま
た
生
産
的
固
定
設
備
の
建
設
に
使
用
さ
れ
.る
。
.錯
鑛
熔
は
鐵
で
造
ら
れ
る
の

で
あ
.る
。
・
.
.

.
-

.

.

.

㌧
・

さ
て
、
第

一
の
事
實
は
、
.直
接
消
費
財
産
業
が
好
況
の
進
行
と
と
も
に
愈
か
有
利
と
な
り
、
過
剰
生
産
は
こ
」
で
は
起
り
得
ぬ
こ

ど
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
.從
つ
で
ま
た
、
.消
費
的
固
定
設
備
の
建
設

の
行
き
す
ぎ
も
あ
り
得
雇
い
こ
と
を
示
す
。
か
く
て
、
潰
費
的
・

、
個
定
跡
備
が
過
度
に
摂
張
さ
れ
、そ
れ
か
ら
の
需
要
が
減
退
乃
至
杜
絶
し
麦
た
め
,間
接
浦
費
財
産
業
が
過
剰
生
産
に
陥
る
こ
と
は
、

・あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
今
や
、上
記

の
設
問
に
於
,て
問
題
と
さ
れ
た
二
つ
の
可
能
性
の
ケ
ち
、第

一
の
も
の
は
、
好
況
の
進
行
に
俘

ふ
所
得
の
奨

ぷ

ふ
妻

に
よ
っ
て
、現
甚

喋

可
聾

も
の
ぎ

れ
、排
除
・
素

ば
な
島

こ
と
姦

ゑ

望

、
鎮
二
の
.

罷

傷

み
が
器

・
可
態
・
つ
、間
接
纏

財
婁

の
過
型

薩

婆

財
嚢

と
爾

係
遜

る
、・
看
做
さ
れ
ね
ば
な
順

.

か
く
の
如
く
、
好
況
末
期
を
特
徴
づ
け
る
間
接
滑
費
財

の
過
剰
生
産
が
消
費
財
産
業
に
没
交
渉
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
f

.

間
接
婆

財
塞

の
閉
蕊

羅

域
内
部
で
成
立
寸
・
謝

奢

懲

れ
ね
ば
な
ち
ぬ
。
と
・
ろ
で
、
上
記
の
間
欝

費
財
省

E

再
鑑
産
性
と
い
ふ
第
二
の
事
實
は
、
此
か
主
張
を

覧
匿島
巨
Φ
な
あ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
う
で
あ
駈
。
.余
何
ち
か
の
衝

撃
が
輿
.へ
ら
れ
て
間
接
漕
費
財
需
要
が
増
大
し
た
と
せ
よ
。
そ
の
需
要
増
加
は
當
然
固
定
的
生
産
設
備
の
建
設
を
要
求
す
る
が
、
此
・

め
建
設
は
潭
び
新
し
い
間
接
清
費
財
需
要
を
喚
起
し
、
此
の
需
要
増
加
は
更
に
生
産
設
備
の
鑛
張
を
要
求
し
、
以
下
同
様
に
七
て
此

の
循
環
が
た
壁
間
接
消
費
財
産
業
の
内
部
だ
け
で
く
り
か
へ
さ
れ

る
間
に
、
.生
産
的
固
定
設
備
の
櫃
張
は
限
り
な
く
累
積
的
に
進
行

・
、
.間
馨

欝

星

籠

力
は
鍛

・
髪

す
睡

.

.・
乏

の
時
・
・
於
愚

民
経
済
の
使
毘

供
・
れ
海
亀

利
業

実

・
.

は
、
若
干
伸
縮
の
徐
地
を
有
ち
な
が
ち
も
、
弐
艦

一
定
し
た
大
懲

の
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
か
く
の
和
ぐ
に
し
て
急
激
に
増
大
し
た

・

景
氣
循
環
過
程
に
於
け
る
消
費
財
産
業
の
意
義

」
.
.

第
五
+
四
春

一
八
七
.
.
.第
二
続

六
九

4)Spie[hoE=a.a.0.S.68.(非 区課 、P.23零.)
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」
、

〆

-

景
氣
循
胤
航
程
に
於
け
る
消
費
財
産
業
の
意
義
.

、
.

、
.第
五
十
四
巻

「
八
八

笛
π二
號

・

七
〇

間
接
消
費
財
生
産
設
備
の
生
産
能
力
楼
容
易
忙
、
間
積
浦
費
財
の
購
買
力
た
る
螢
利
資
本
に
勤
し
て
、
渦
剰
直
な
る
。
好
況
挫
折
の

.

本
質
的
簸

た
魯

利
資
謝

整

は
を

の
如
一
に
し
養

生
す
る
。
.か
く
て
要
す
る
に
、
螢
利
資
本
の
整

は
、
も
っ
ぱ
ら
澗

接
消
費
財
生
産
の
過
剰
に
謝
し
.て
起
る
の
で
あ
り
、
此
の
間
接
浦
費
射
の
過
剰
生
産
は
、
そ
の
自
己
再
生
産
性
に
よ
っ
て
隔
充
分
に

設
明
し
得
ら
れ
る
。
此
の
γ間
接
消
費
財
産
業
そ
れ
自
身

の
内
部
に
於
て
起
る
と
こ
ろ
の
、生
産
的
固
定
設
備
の
過
度
の
擾
張
こ
そ
、

.

好
況

の
崩
壊
を
最
竜
良
く
説
明
す
も
も
の
で
激
け
rれ
ば
な
ら
ぬ
。

好
況
の
崩
壊
は
、
.間
接
滑
費
助
の
過
剰
生
産
よ
り
生
じ
(
此

の
過
剰
生
産
籍

費
財
産
業
の
事
情
と
は
猫
立
の
も
の
で
あ
る
と
い

ふ

財

ユ
ピ

イ

ト

ホ

フ

の
主

張

の
内
容

は
上

記

の
通

ゆ

で
あ

惹
。

今

吾

々
は
此

の

シ

ュ
ピ

イ

ト

ボ
ブ

の
主
張

を

吟
味

す

る

宅

と

に
な

つ

ノ

て
、
.そ
の
主
張
に
も
拘
は
む
す
、
面
接
消
費
財
産
業
の
過
剰
生
産
に
消
費
財
産
業
が
寄
興
し
得
る
こ
と
を
示
さ
う
忘
恩
ぶ
。
ド

.

吾

々
は
シ
ュ
ぜ
イ
ト
ホ
7
が
此
の
主
張
の
論
縁
と
レ
た
事
實
を
凡
て
.認
め
る
こ
と
か
ら
出
聾
す
る
。
帥
ち
、、
好
況
末
期
に
於
眈
る

(
.一)
間
接
溝
費
財
の
過
剰
生
産
、
.蚊
び
に
.
(二
)資
太
・缺
乏
の
享
實
を
認
め
る
。
.ま
湘
、
(
一
)
好
況
の
進
行
に
俘
ふ
所
得
の
増
大
、
.

(二
)
間
接
清
費
財
の
自
己
再
生
産
性
も
認
め
る
。
た
穿
購
買
力
の
範
疇
的
歴
別
、
即
ち
所
得
と
螢
利
資
本
と
の
冨
別
四
つ
い
て
は
、
.

そ
の
利
用
に
當
っ
て
、
葦

の
補
論
が
必
要
で
φ
る
。
婆

墨

業
の
窪

助
に
所
謂
耐
久
射
利
製

票

含
ま
れ
る
・
慮

、
毎

述
の
通
言

あ
る
が
ぞ

の
讐

力
ぽ
如
何
な
論

疇
塩

せ
し
め
謬
る
ぺ
.き
か
。、
そ
れ
奮

業
用
の
目
的
か
ら
買
は
れ
る
場
合
は
,

明
奮

菊

案

屡

す
・
。
然
し
、
刎

注

農

用
自
動
車
の
和
ぐ
、
臭

用
の
目
的
か
ら
貴
誌

・
馨

乏

、
摯

獲
得
し

唇

利
)
の
目
的
と
い
ふ
馨
利
資
本
の
本
質
的
特
徴
を
鮫
ぐ
。
層此
の
限
り
に
於
て
、
そ
れ
は
畳
利
資
本
で
は
な
い
。
然
し
他
面
に
於
て
・
.

そ
れ
は
、
直
接
浦
費
財
が
現
在

の
欲
壁
の
満
足
の
.た
め
.に
需
め
ぢ
れ
る
の
に
謝
し
て
、
將
來
の
欲
望
の
満
足
の
定
め
に
買
は
れ
る
の

で
あ
る
。
更
に
そ
れ
は
屡

々
所
得
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
所
得
か
ら
の
貯
蓄
で
買
は
れ
る
。
か
く
の
如
く
、
自
家
用
の
耐
久
的
利
用

r

ド
設
備
の
購
買
力
は
、
そ
れ
が
貯
蓄
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
顯
に
於
て
は
(
螢
利
資
本
ど
同
様
⑳
性
質
を
有
す
る
か
ち
、
今
暫
ぐ
翁

嘲

.
戸

、



「

ζ
れ
善

利
資
本
と
看
做
し
て
取
扱
を

ξ

す
る
。
.

・
.

か

く

の
如

く

・

吾

々
は

、

シ

昌
ピ

イ
ト

ホ

フ
に

瓦

つ
.て
注

目

せ

ら
れ

た
諸

事

實

を

凡

て
承

認

す

る
。

然

し

そ

れ

は

、

シ
ュ

ピ
イ

ト

ホ

フ

が
説

い
た

㌣

う
な
蹄

結

に
吾

々
を
導

く

で

あ
ら

う

か

。

嗜

硬
の
見

惹
と

こ
乃

を
以

て
す

れ

ば

、

シ

員
ゼ

イ
ト

ホ

フ

の
議

論

は

、

・
の
根
本
に
於
て
、
.婆

財
肇

の
裳

を
決
す
ゑ

の
育

得
で
あ
る
の
糞

し
て
、
資
本
財
塞

の
羅

を
制
す
・
も
の
奮

利
葉

で
あ
る
を

を
前
提
す
る
疑

し
此
の
棚
提
は
根
本
的
髪

持
し
讐

。
こ
』
覧

づ
当

ピ
イ
よ
.
フ
の
上
房

主
張
の

、

第

}
の

難

鮎

が

存

す

る

。
.
.
.
.

、

ド
.
.
.

」

、
.
.

・

先
づ
・
好
況
の
進
行
捧

っ
て
所
饗

愈
毒

穿

る
.か
ら
、
好
況
末
期
に
於
て
婆

財
舞

が
過
剰
に
陥
を

と
な
し
、
と
い

ふ
・
・
ピ
イ
よ

・
の
妻

は
・
明
か
に
～
.婆

財
璽

の
盛
衰

が
秀

所
得
に
懸
っ
て
み
る
こ
と
を
蒸

す
る
も
の
で
.あ
・
。
解

し
、-
消
費
財
産
裟
の
事
情
は
軍
に
所
得
の
事
情
だ
け
で
定
ま
る
か
。
勿
論
直
接
食
費
財
に
關
す
る
限
り
、瓦
之
の
こ
と
は
正
し
い
。
貯

蓄
の
聖

書

慮
に
入
れ
冨

、
・
の
・
と
昊

七
遽

化
は
在

。
然
し
、
砦

議
論
播

需

固
定
薦

茎

産

畿

し
て

は
程

い
か
。
.先
づ
諭

久
的
利
用
設
雰

あ
る
も
貧

自
働
車
、
檀

槻
、
・
ヂ
甚

ど
)
潜

費
財
産
蕃

生
産
聖

し
て
無
税
し
難

.
ピ
ζ
ど
は
明
か
で
.あ
る
。
雲
た
滑
費
財

の
生
産
設
備
並
び
に
耐
久
的
利
肘
設
備
の
あ
る
旭
の
(水
道
、
電
車
な
ど
)
ど
.建
設
も
、し
消
費
財

粟

萎

本
財
麗

響

産

業
・
翌

せ
し
め
・
考
へ
・
揚
盒

・
、
明
か
・
婆

財
嚢

の
動
・
の
叢

要
審

査

、
れ

払
ば
.な
ら
.粗
。
と
こ
ろ
で
此
等
り
浴
費
的
固
定
設
備
の
購
買
力
は
(
い
ふ
ま
で
も
な
く
隔
螢
利
資
本
で
あ
る
。
從

っ
て
一
そ
の
生
産

・乃
蓮

葉

過
度
に
行
ぼ
れ
歳

、
誉
利
蒙

歯

し
て
過
剰
と
馨

と
と
歪

、
螢
利
集

綾

乏
に
到
。
憲

ら
う
。
此
涌

き
が
、
好
況
に
件
ふ
所
得
の
増
大
と
無
闕
係
忽
こ
と
は

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
の
慮
味
.に
於
て
、
消
費
財
産
業

の
動
き
を
見

る
に
當

っ
て
・
シ
ュ「
ピ
.系

ボ
ラ
.の
如
く
(
所

得
し
か
見
誓

い
ふ
の
箋

當
で
な
い
。
「そ
れ
は
喜

製

本
と
癌

關
身

の
で
鷲

。

吏

髪

れ
存

で
は
な
い
・
.婆

的
固
嚢

備
は
間
接
藝

嬰

以
て
建
馨

ら
墾

。
磐

て
這

記
の
如
く
に
し
て
婆

的

に

ノ

叢

循
雪

程
泰

塔

婆

髪

業
・
妻
.

一

.

第
五
千
聡

、
.天

九
.

第
二
岬

七
一
.

ド
ヒ

.

注

、

仙

..

h
.
.
じ
.」

一 i一.一.一...」ムー.一一.一一一.L.二



「

亀

〆

一
.,

/

`

・

{

・鍵

循
難

程
に
於
け
る
婆

財
肇

の
裏
.

第

五
+
羅

一
九
。

第
炉二
號

七
二
.

固
定
設
備
が
過
剰
π
陥
れ
ば
、
.
.
間
接
消
費
財

の
販
路
は
、
そ
の
一
部
に
於
て
、.杜

絶
乃
至
硬
塞
す
る
に
到
る
。
・此
の
意
味
に
於
て
.、
.
d¢
、α

㏄

鑑

灘
韻総
懸
獺
難
灘
灘
慮髄
鮮
難
郵
翻
羅
舗鱗
離
麟
.

り
お

　

れ

ロ

　

し

飯

に
膣

、
、間
接
婆

財
嚢

の
盛
衰
浮
催

、
.・
・
ピ
系

・
・
.に
從
へ
ば
、
所
得
が
直
接
婆

に
及
写

轟

・
は
無
闕
係

儲

盈

鞭
寵灘
　織
糠
{　　灘
灘
難
一難
辮

警

撃

通
・
・
闇
糞

財
窪

及
七
・
・
嚢

・
若
君

・
　

・
で
　

　

・
か
・
.
.

撫

恥
わ

ニ

.て畝鍛
轍簿

無

縫

騰

押鱒
雛
肚襲

弊
軽
銀
謝
肛購
麗

鸞
輿
に
.∬

な
す
.
過
剰
藩

取
藻

刻
鷹

聞
落

費
財
産
業

(特
に
舞

・
・
産
・
領
域
・
.を
侵
す
・
罫

ら
ぬ
。
從
っ
て
此
の
影
響
犠

擢

何

日

e。

㎝

、

　謙
譲
鱗鍛
灘
瑚凝
鱗
濃
端欝
欝
廊譜
㌫
　纏

ヨ

・
も
呼
ぶ
べ
藷

久
的
利
用
馨

(易

車
、
董
・機
?
ア
柔

、
冷
覆

な
ど
)
質

請

・
が
、
此
等
の
原
料
は
金
肇

忠

・
適

此
農

G

.

間
接
婆

財
で
あ
る
。
從
つ
距

の
場
合
権

、

上
記
の
経
路
を
辿
る
と
乞

の
・
所
得
嘉

の
過
剰
生
霧

和
傾
向

(ル
至
ち

刃

唱



「

,

、
●
、

'

9

の
消
費
減
少
が
も
た
ら
す
と
.≧

ρ
間
接
滑
費
財
過
剰
生
産
激
化
傾
向
)
は
相
富
力
強
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
9
勿
論
、
.過
剰
生
産
が
極
め

て
深
刻
な
場
合
に
偉
芦
北
の
影
響
は
大
し
た
役
割
を
演
じ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。、
然
↓
此
の
影
響
そ
め
も
の
は
、
量
れ
に
も
拘
ら
す
、

の

存
在
し
得
る
の
で
あ
ゆ
、
こ
れ
を
無
視
す
る
限
り
、

シ
丘

ピ
イ
ト
ホ
フ
の
議
論
は
正
し
く
な

い
。

以
上
に
よ
っ
て
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
議
論
の
根
本

の
前
提
が
誤
謬
で
あ
る
こ
と
は
明
が
に
さ
れ
た
と
信
ず
る
。
好
況
の
崩
壊

に
當

っ
て
等

畜

型

秀

至
葉

難

は
間
接
婆

財
・
内
部
だ
け
現

象
で
あ
り
、
婆

財
塞

に
没
交
渉
で
あ
る
与

る
シ
。
蕊

、

ピ
イ

ト

ホ

フ

の
主

張

は
此

の
限

り

に
於

て

、
支

持

し

得

ぬ

も

の

と
な

る

。

好
況

の
崩
壊

に
當
.
つ
て
も

、
消

費

財

産

業

は

こ
れ

に
奇

異

得

　

り

し
得

る

の
で
あ

る
。
.

へ

入

(註
一
)

シ
巷

イ
よ

フ
.は
・
蒙

財
産
美

景
氣
薯

の
過
程
に
於
て
ギ

壷

倒
酌
量
謬

は
・
景
気
上
昇
の
講

に
於
け
皇

そ
の
崩
警

隠

、

於

け

る
之
を
問

は

ぬ
か

の
如

く

に
防

塵

で
戯

ぺ

て
る

る
。

こ
れ

に
眼
を

奪

は
れ

る
な

昼

ぱ
、

こ

こ

で

の
吾

々

の
問

題

は
奇

怪

に
見

え

番
で

あ

ら
う
。

に

も

カ

ヤ
　

.
然
し
な
が
ら
、
第

[
に
、
好
況

の
褒

生
に
於

て
間
接
清
費
が
常

に
中
心
を
な
す

の
は
、
好
況
が
収
益
財
か
ら
出
獲
す
る
こ
ど

の
當

然
の
結
果
で
あ
み
。

こ

好
況
が
婆

的
回
護

璽

の
馨

奮

塁

・
・
蓉

に
…

港

直
・
簡

接
夏

財
生
産
・
羅

　

・
ち
す
で
脅

・
嘉

言

蒲

酔

費
的
固
定
設
備
.へ
の
投
資
が
、
し
ば
し
ぜ
好
況

の
護
火
融

と
な
っ
た
事
實
は
否
定
し
難

い
。
シ

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
も

て
わ

を
否
定
せ
ず
、
好

況

の
出
翌

勾

蜀

な
・
回
護

護

琶

め
中
暑

・
婆

・
　

・
を
も
含
め
て
ゐ
過
.
・例
・
ぞ
.

ち

堕

.伊
・罫

・暴

鐸

:

:

・

胡

槙

い
1
日頃
9

け
『9
)
伺

此

の
貼

に
於

い

て
シ

ユ
ピ

イ

ト

ホ
フ

の
理
論

と

ハ
イ

ニ
ク

の
そ
れ

と

の
間

に
顯
著

な

る
相

違

が

あ

る
ζ
と
が

看

取
さ

ね

る
・。

即

・註

・
再

・

・
ピ
喋

フ
拡
、
此

の
筆

助
成
す

る
學

と
し
て
・

の
二
つ
の
も

・
を
畢
・

　

.
笙

・
、
ζ

事

オ
ン
袈

機
と
も

臨

呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
設
備

の
建
設

の
.た
め

の
懐
妊
期
間
が
長
(
、
そ
れ
に
伴

っ
て
企
業
者

の
見
込

の
錯
誤
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第

b

二
・
、
ヅ
食

ル
ト
的
契
機
・
で
も
名
付
臭

亀

の
薦

っ
て
、
聞
落

費
財
簸

機
の
物
質
で
あ
り
,
自
然
は
そ
の
奨

轟

捌
手

傍
理

恥

・
・
い
ふ
養

で
あ
る
。
(P
、pゼ
ゆ

ど

募

馨

曇

)
然
・
、
何
琵

・
て
・
、
・
言

・
卜
・
フ
の
立
場
験

鴨

特
讐

、
聞
落

費

『

財
生
産
が
か
か
る
事
情

よ
り
急
激
に
進
行
す
る
と

い
ふ
鮎
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
れ
が
菅
利
資
本
乃
.至
補
完
財
に
謝
し
て
.過
度
に
進

行
す
る
鮎

に
求
め
ら

舛

る
べ
き
で
あ
る
。

・

.

.

.
一

.

・
・
.

恥

附
記

本
稿
で
取
扱

っ
た
問
題
は
最
近

の
景
気
循
環
(例

へ
ば
世
界
恐
慌
ま

で
.の
ア
メ
死
力
の
景
気

上
昇
)
と
聯

聞
す
る
と
も
こ
6

多
く
、
こ
れ
ら
遊
も

併

せ
論
ず
べ
き

で
あ
る
が
う
此

の
仕
事
は
便
宜
上
全
く
別

の
、機
會

に
譲

る
こ
と
と
し
た
。

景
気
循
↑環
過
程
に
於
け
る
消
費
財
産
業

の
.意
義
.

第
五
十
四
巻

一
九

一

笛
一
二
號

七

三
、

∫

へ

■

.
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